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県の防災協定に基づくエッセンシャルワーカー接種に参加
会員企業から2500人規模

　沖建協では8月5日から、県の実施する新型コロ
ナウイルスのエッセンシャルワーカーワクチン接種
に参加。会員企業の社員など約2500人が接種を
受けた。
　沖建協では、新型コロナ感染拡大防止と夏場
の熱中症対策の観点から、6月末から会員企業を
対象に職域接種の希望を確認。約9800人規模の
接種準備を進め、接種会場としては浦添市がカル
チャーパーク駐車場に整備した集団接種会場を
確保。ワクチン接種を行う医療従事者については
中部地区医師会からの協力を取り付け、あとは国
からのワクチン供給待ちとなっていた。
　一方で、全国的にワクチン供給が滞るなか、県
が防災協定・防疫協定を結んでいる沖建協をエッ
センシャルワーカーとして認定。早急な接種が重要
であることから、県の接種に加わることとなった。
これを受け、沖建協では改めて接種希望の確認を
行い体制を再構築。5日から那覇クルーズターミナ
ルでの接種がスタートした。8月11日からは宜野湾
市のコンベンションセンターでの接種も行われた。
　市町村での接種も進んだこともあり、接種希望
者は3000人弱となり、各会場で1回目の接種を受
けた。接種参加者からは「感染拡大が続いている
なか、市町村での予約ができなかったので接種で
きて良かった」といった声が寄せられた。また、市
町村からの接種券が届いていない年代でも接種
が可能なことから、若い職員・技術者が参加する
様子も見られた。
　沖建協では、ワクチン接種を進めることで安心
して働ける職場環境を確保するほか、重症化を防
ぐことで医療現場の負担軽減を図るとしている。

クルーズターミナルでは那覇支部・南部支部が対象となった

クルーズターミナルでの接種をまつ参加者

浦添・西原支部以北の会員はコンベンションセンターでの接種となった

接種を前に受付けを待つ参加者

沖建協会報　2021. 9月号

〈表紙写真〉

【青年部会第12回フォトコンテスト
　～島の魅力～優秀作品より】

  〔人の部　入選〕

題　　名：鉄塔マン
撮  影  者：根路銘　安郁
撮影場所：宮古島市
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沖総局と意見交換を実施
週休２日工事、CCUSの更なる推進など議論

沖建協会報　2021. 9月号 沖建協会報　2021. 9月号

建設業に関する様々な議題について意見を交わした

挨拶する岩田次長 挨拶する津波会長

仲宗根課長（中央）に源河専務（左）と久高部長から
飲料水と目録が手渡された

浦添市に飲料水を寄贈
　沖建協の津波達也会長、名嘉太助浦添･西原支
部長、源河忠雄専務理事らは8月5日、浦添市役所
に松本哲治市長を訪ね、飲料水100ケース(500ml
ペットボトル2400本)を寄贈した。
　津波会長は「ワクチンの集団接種に関わる医療
従事者や市職員の皆様に感謝を込めて、飲料水
を寄贈させていただく。熱中症対策などにも活用
してほしい」と話した。
　松本市長は「皆様からのお気遣いに感謝してい
る。有効に活用して感染拡大防止に努めていく」
と謝意を示し「浦添市は、全年代で1回目のワクチ
ン接種率が32.4％となっており、比較的早いペー
スで進んでいる。９月以降、できるだけ早く進めら
れるよう調整していきたい」と話した。
　沖建協では6月から、コロナウイルス感染拡大防
止に向けて、会員を対象にした職域接種の実施に
向けて準備を進め、その会場として、浦添市の広

松本市長（右から３人目）に飲料水を寄贈した
沖建協の津波会長（同４人目）ら

域接種会場の使用を松本市長に打診。快諾を受
けていた。国からのワクチン供給が遅れるなか、県
の実施するエッセンシャルワーカー接種に参加す
ることになったことから、浦添市にこれまでの協
力・理解への感謝と医療従事者への支援として飲
料水を寄贈した。

中部地区医師会に飲料水寄贈
　沖建協の源河忠雄専務理事、久高唯和総務部
長は8月23日、沖縄市の（一社）中部地区医師会検
診センター・中部地域産業保健センターを訪ね、医
療従事者に飲料水50ケース（500mlペットボトル
1200本）を寄贈した。
　沖建協が計画していた会員企業向けの職域接
種に際して、ワクチンの打ち手として中部地区医
師会が協力を確約。その後、県のエッセンシャル
ワーカー接種に参加することになったことから、協
力辞退の報告と医療従事者への感謝と支援とし
て今回の寄贈となった。
　寄贈に際して源河専務は「建設現場における熱
中症対策、コロナウイルス感染拡大防止を講じる
なかで、医療現場のひっ迫にも懸念を持ってい
る。重症化を防ぐワクチン接種に協会も積極的に
取り組んでおり、医療従事者の皆さんには感謝し
ている。拡大防止の最前線にいる皆さんの支援に

なればと思う」と挨拶した。
　対応した同センターの仲宗根安史営業課長は
「ワクチン接種やPCR検査などの従事者は非常に
過酷な状況にあり、飲料水の寄贈は多くのスタッフ
が喜んでいた。皆さんのご厚意に感謝している」と
謝辞を述べた。

　沖建協は7月26日、那覇第二地方合同庁舎２号
館で沖縄総合事務局との意見交換を行った。
　建設業界や建設行政の抱える課題について、双
方が率直に意見を交わすことを目的に開催された
もの。今回の議題は「週休2日工事の更なる推進」
「遠隔臨場の更なる推進」のほか、意見交換の
テーマとして①建設従事者の採用や人員確保の
状況（女性及び若手技術者）②民間工事の受注
環境③事業執行上の懸案事項④働き方改革（週
休２日や超勤実態など）などが提示された。
　意見交換に先立ち沖総局の岩田美幸次長はコ
ロナ禍のなか、予算の着実な執行やＣＣＵＳ、遠
隔臨場などが求められている点を指摘。沖建協の
津波達也会長は、コロナ禍で観光産業を中心にダ
メージを受けているが、着実な公共投資で建設業
が稼動することが重要であり、さらにコロナ収束
後に向けた施設整備を進めていく必要があるとし
た。
　沖総局からは岩田次長、安仁屋勉技術企画
官、赤沼隼一技術管理官、上原功総括技術検査
指導官、宮城一正技術管理課長らが出席。沖建協
からは津波会長、新里英正副会長、仲本豊副会

長、呉屋明副会長らが出席。双方が率直な意見交
換を行った。
　はじめに、沖総局が「週休2日工事、遠隔臨場」
について情報を提供。意見交換では「建設従事者
の採用や女性及び若手技術者の人材確保」、「民
間工事の受注状況」「建設資材の確保状況」「働き
方改革」に関して報告が行われ、関連事項につい
て活発な意見が交わされた。
　このほか沖総局が「CCUSの更なる推進」の説
明を行い、協会は「現場における課題」について会
員の意見を取りまとめた資料を提出し、課題解決
に向けた協力を求めた。
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換を行った。
　はじめに、沖総局が「週休2日工事、遠隔臨場」
について情報を提供。意見交換では「建設従事者
の採用や女性及び若手技術者の人材確保」、「民
間工事の受注状況」「建設資材の確保状況」「働き
方改革」に関して報告が行われ、関連事項につい
て活発な意見が交わされた。
　このほか沖総局が「CCUSの更なる推進」の説
明を行い、協会は「現場における課題」について会
員の意見を取りまとめた資料を提出し、課題解決
に向けた協力を求めた。
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高校生が建機操作を体験通して学ぶ
　沖建協と建設業労働災害防止協会沖縄県支部
は、7月27日から8月18日にかけて、県内各地で「高
校生対象小型車両系建設機械運転特別教育」を
共催で実施した。
　県内の高校生を対象に建機の操作について、
学科・実技を通して、建機の装置・構造及び取り
扱い、実際の作業方法を学ぶもの。7月27・28日は
沖縄市海邦町の建設業安全衛生技術センター。8
月17・18日は宮古島市内で開催された。八重山地
区と本島地区（2回目）の開催はコロナウイルス感
染拡大防止等の観点から中止となった。
　特別教育は沖建協が受講料の一部を支援して
実施しているもので、今年は約80人の生徒が受講
した。特別教育は、建設業の人材育成・確保に向
けて、資格取得や安全知識の習得により就職活
動を支援することを目的に実施しているもので、２
日間参加した高校生には修了証が授与される。

点検項目を指差し呼称しながら確認する生徒

宮古島で行われた実技の様子

高校生を対象に4級経理事務士特別研修
　8月2日から3日まで、浦添市の建設会館と建設
労働者研修福祉センターで令和３年度工業高校
生対象建設業経理事務士特別研修が行われた。
　県内の工業高校生徒で建設業への就職を希望
する3年生を対象に実施されたもの。沖建協が受
講料を一部支援し、研修には52人が参加した。参
加者が多かったことから2会場に分けて実施。講
師は伊計孔雄氏と上原義文氏が担当した。
　2日間の研修では検定試験のポイントなどを解
説。最終日には4級検定試験が行われた。参加者
からは「難しいけど、説明があって何とか分かっ
た」「講師の解説が分かりやすかった。試験も頑
張って合格したい」等の感想があった。
　検定試験の結果は、２週間程度で通知され、希
望者は3級検定の特別研修も受講できる。

希望者が多かったことから2会場で研修を行った

全建・社会貢献活動推進月間功労者表彰を受賞
～CSF（豚熱）発生に伴う防疫措置対応～

表彰を受ける津波会長（左）

CSF(豚熱）発生時の防疫活動の様子

　7月13日に経団連会館（東京都）で開催された
建設業社会貢献活動推進月間中央行事（主催・
（一社）全国建設業協会）で、沖建協が建設業社
会貢献活動功労者表彰を初めて受賞した。各都
道府県協会等が取り組んでいる優れた社会貢献
活動の表彰を行い、建設業に対する理解を深める
もので、今年は全国の36団体が表彰された。
　沖建協の表彰は、2020年1月から3月まで実施し
た「CSF(豚熱）発生に伴う防疫措置対応」が対象
となった。
　表彰に際しては、全建・九州ブロック会長県の
（一社）大分県建設業協会が推薦・申請した。申請
書では「2020年1月の発生から3月まで、県との協
定に基づき、先遣隊の派遣、埋却地の確保、現地
調査、運搬、埋却、消毒などの支援業務を実施した
こと」「県からの要請を受け、会員企業を中心に年
度末の繁忙期の人員確保も厳しい状況下で930人
を動員して埋却作業を完了したこと」「3月以降も
発生がないか、出動態勢を整え注視していたこ

と」「4月14日の移動制限区域解除をうけ、県知事
より収束宣言が行われたこと」を理由としている。
　13日に行われた表彰式には津波会長が出席し
て、表彰状を受け取った。表彰式ではこのほか、社
会貢献活動の事例発表なども行われた。
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月17・18日は宮古島市内で開催された。八重山地
区と本島地区（2回目）の開催はコロナウイルス感
染拡大防止等の観点から中止となった。
　特別教育は沖建協が受講料の一部を支援して
実施しているもので、今年は約80人の生徒が受講
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動を支援することを目的に実施しているもので、２
日間参加した高校生には修了証が授与される。

点検項目を指差し呼称しながら確認する生徒

宮古島で行われた実技の様子

高校生を対象に4級経理事務士特別研修
　8月2日から3日まで、浦添市の建設会館と建設
労働者研修福祉センターで令和３年度工業高校
生対象建設業経理事務士特別研修が行われた。
　県内の工業高校生徒で建設業への就職を希望
する3年生を対象に実施されたもの。沖建協が受
講料を一部支援し、研修には52人が参加した。参
加者が多かったことから2会場に分けて実施。講
師は伊計孔雄氏と上原義文氏が担当した。
　2日間の研修では検定試験のポイントなどを解
説。最終日には4級検定試験が行われた。参加者
からは「難しいけど、説明があって何とか分かっ
た」「講師の解説が分かりやすかった。試験も頑
張って合格したい」等の感想があった。
　検定試験の結果は、２週間程度で通知され、希
望者は3級検定の特別研修も受講できる。

希望者が多かったことから2会場で研修を行った

全建・社会貢献活動推進月間功労者表彰を受賞
～CSF（豚熱）発生に伴う防疫措置対応～

表彰を受ける津波会長（左）

CSF(豚熱）発生時の防疫活動の様子

　7月13日に経団連会館（東京都）で開催された
建設業社会貢献活動推進月間中央行事（主催・
（一社）全国建設業協会）で、沖建協が建設業社
会貢献活動功労者表彰を初めて受賞した。各都
道府県協会等が取り組んでいる優れた社会貢献
活動の表彰を行い、建設業に対する理解を深める
もので、今年は全国の36団体が表彰された。
　沖建協の表彰は、2020年1月から3月まで実施し
た「CSF(豚熱）発生に伴う防疫措置対応」が対象
となった。
　表彰に際しては、全建・九州ブロック会長県の
（一社）大分県建設業協会が推薦・申請した。申請
書では「2020年1月の発生から3月まで、県との協
定に基づき、先遣隊の派遣、埋却地の確保、現地
調査、運搬、埋却、消毒などの支援業務を実施した
こと」「県からの要請を受け、会員企業を中心に年
度末の繁忙期の人員確保も厳しい状況下で930人
を動員して埋却作業を完了したこと」「3月以降も
発生がないか、出動態勢を整え注視していたこ

と」「4月14日の移動制限区域解除をうけ、県知事
より収束宣言が行われたこと」を理由としている。
　13日に行われた表彰式には津波会長が出席し
て、表彰状を受け取った。表彰式ではこのほか、社
会貢献活動の事例発表なども行われた。
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支部活動報告支部活動報告

　那覇支部（長山宏支部長）は７月30日、市内の
銘苅・安岡地区で防犯パトロールを実施した。
　那覇支部による防犯パトロールは、那覇警察署
からの委嘱を受けて実施しているもので、13回目
となる今回は北分会のメンバーが参加した。
　参加者は業務終了後の午後７時半、なは市民協
働プラザ前に集合。今回は新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から、従来のセレモニー等を省
いて実施した。
　参加者は沿道で見かけた子どもたちに気さくに
声をかけることなどを念頭にパトロールを実施。
ルートを各自がチェックしたあと、２班に分かれて
パトロールに出発し、1時間弱をかけてルート周辺
のパトロールを行った。

パトロール前にルートを確認した

　那覇支部（長山宏支部長）
は8月12日、県子ども生活福
祉部から「2021年度ちゅらう
ちなー安全なまちづくり功労
者等表彰」を受賞した。
　ちゅらうちなー安全なまち
づくり推進会議では、犯罪の
ない安全･安心な沖縄県の実
現を目指し、県民総ぐるみで
取り組む「ちゅらさん運動」を
推進しており、同運動に関す
る活動を継続して行っている
個人･団体、寄付などによる支
援で顕著な貢献があった個人
･団体を表彰している。今年度
は、個人功労18人、団体功労17団体、団体貢献５団体が表彰された。
　那覇支部は、2017年に那覇警察署から防犯ボランティアの委嘱を受け、これまでに13回のパトロールを
実施している。長山支部長は「年4回、声かけを中心に行っている。地域のことを大人がちゃんと見ている
よというメッセージになることを心がけている。今後も地域の防犯につながると嬉しい」と今後の活動に
意欲を示した。

県から贈られた感謝状をもつ長山支部長（中央）と伊志嶺副支部長（左）、黒島副支部長

■那覇支部が安全なまちづくり功労者受賞

■那覇支部が新都心地区をパトロール
１級土木・建築施工管理２次試験講習会を開催

　令和３年度１級土木（２次）施工管理技術検定
試験受験準備講習会が８月16・17日の2日間、浦添
市の沖縄建設労働者研修福祉センターで開催さ
れた。
　講習会は、10月３日に実施される１級土木（二
次）施工管理技術検定試験の合格に向けて開催
されたもので、18人が受講した。
　講習会では池田優氏と宮城敏明氏が講師を務
めた。池田氏は安全管理、施工計画・建設副産
物、施工経験記述について解説。宮城氏は土工、
コンクリート、品質管理について解説した。受講者
はテキストを見ながら、講師の解説を聞き、ポイン
トを書き込むなど、試験対策に取り組んだ。

2次試験に向けた対策を講じた

　令和３年度１級建築施工管理技術検定試験
（２次）受験準備講習会が8月18・19日の2日間、浦
添市の沖縄建設労働者研修福祉センターで開催
された。講習会は、10月17日に行われる１級建築
施工管理技術検定二次試験の合格を目指して開
催されたもの。講習会では比嘉良忠氏が1日目、玉
城保氏が2日目の講師を務めた。講習会には16人
が参加した。
　講習会では、比嘉氏が建築施工（躯体）・建築
施工（仕上げ）と法規、玉城氏は施工管理と施工
経験記述についてテキストの解説などを行った。
　比嘉氏は「テキストのポイントをどんどん紹介し
ていく。複数のマーカーで重要な箇所や注意すべ
き点について、色違いのマーカーを引きながら学ん
でほしい」と短い時間で効率よく学ぶためのポイ
ントを紹介。玉城氏はホワイトボードにスライドを
映しながら、問題の注意点などを解説した。

講義のポイントを説明する比嘉氏

玉城氏はスライドを活用して解説した

講師を務めた池田氏（左）と宮城氏（右）

〔土木〕

〔建築〕
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･団体を表彰している。今年度
は、個人功労18人、団体功労17団体、団体貢献５団体が表彰された。
　那覇支部は、2017年に那覇警察署から防犯ボランティアの委嘱を受け、これまでに13回のパトロールを
実施している。長山支部長は「年4回、声かけを中心に行っている。地域のことを大人がちゃんと見ている
よというメッセージになることを心がけている。今後も地域の防犯につながると嬉しい」と今後の活動に
意欲を示した。

県から贈られた感謝状をもつ長山支部長（中央）と伊志嶺副支部長（左）、黒島副支部長

■那覇支部が安全なまちづくり功労者受賞

■那覇支部が新都心地区をパトロール
１級土木・建築施工管理２次試験講習会を開催

　令和３年度１級土木（２次）施工管理技術検定
試験受験準備講習会が８月16・17日の2日間、浦添
市の沖縄建設労働者研修福祉センターで開催さ
れた。
　講習会は、10月３日に実施される１級土木（二
次）施工管理技術検定試験の合格に向けて開催
されたもので、18人が受講した。
　講習会では池田優氏と宮城敏明氏が講師を務
めた。池田氏は安全管理、施工計画・建設副産
物、施工経験記述について解説。宮城氏は土工、
コンクリート、品質管理について解説した。受講者
はテキストを見ながら、講師の解説を聞き、ポイン
トを書き込むなど、試験対策に取り組んだ。

2次試験に向けた対策を講じた

　令和３年度１級建築施工管理技術検定試験
（２次）受験準備講習会が8月18・19日の2日間、浦
添市の沖縄建設労働者研修福祉センターで開催
された。講習会は、10月17日に行われる１級建築
施工管理技術検定二次試験の合格を目指して開
催されたもの。講習会では比嘉良忠氏が1日目、玉
城保氏が2日目の講師を務めた。講習会には16人
が参加した。
　講習会では、比嘉氏が建築施工（躯体）・建築
施工（仕上げ）と法規、玉城氏は施工管理と施工
経験記述についてテキストの解説などを行った。
　比嘉氏は「テキストのポイントをどんどん紹介し
ていく。複数のマーカーで重要な箇所や注意すべ
き点について、色違いのマーカーを引きながら学ん
でほしい」と短い時間で効率よく学ぶためのポイ
ントを紹介。玉城氏はホワイトボードにスライドを
映しながら、問題の注意点などを解説した。

講義のポイントを説明する比嘉氏

玉城氏はスライドを活用して解説した

講師を務めた池田氏（左）と宮城氏（右）

〔土木〕

〔建築〕
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支部活動報告支部活動報告

　令和３年度第２回CPDS講習会がオンラインで
開催された。7月16日には南部支部、7月27日には
那覇支部、7月30日には北部支部でそれぞれ、講
習が行われた。
　講習会は「プロが教える！安全の基礎知識」を
テーマに①情報化施工②安全対策について講師
がポイントを解説した。講習時間は6時間半で
CPDSユニットは7ユニットとなっている。講師は合
同会社クロソイドの戸所俊雄顧問が務めた。
　講習会では、「建設現場の「安全対策」につい
て」①建設業の労働災害の実情②建設現場の安
全管理体制③「安全配慮義務」とは④欧米の安
全管理の考え方⑤リスクアセスメントの重要性と
管理手法⑥工事成績評定点における「安全対
策」の留意点を解説。「建設現場の「生産性革
命」について」①i-Construction概論②情報化施
工技術について③現在活躍している主な技術④
その他の期待される情報化施工技術についても
説明が行われた。
　このうち「建設現場の「安全対策」について」
では、労働災害発生状況を分析。2019年度の建
設業の災害発生状況については、死亡災害は大
幅に減少しているとし、その要因としてリスクアセ
スメントへの取り組みなどを挙げた。またリスクア
セスメントの重要性や導入メリットなども紹介し
た。
　「建設現場の「生産性革命」について」では、
i-Constructionが必要とされる理由や情報化施工
が可能になった背景などを解説。i-Construction
の3つの柱として「ICT技術の全面的な活用（土
工）」「規格の標準化（コンクリート工）」「施工時
期の平準化」を挙げ、それぞれの現況などを紹介
した。
　南部支部の講習会は34人が受講。那覇支部は
37人、北部支部は27人が受講した。

南部支部の講習には34人が参加した

那覇支部の講習の様子

北部支部では27人が受講した

■南部、那覇、北部支部でCPDS講習会開催

支部活動報告支部活動報告

　青年部会の黒島一洋部会長、宮城一文広報副
委員長、安次富長邦広報副委員長らは8月20日、
沖縄建設新聞社を訪れ第13回フォトコンテスト～
島の魅力～への作品応募を呼びかけた。
　同コンテストは、青年部会が建設業の「活力」
「魅力」について写真を通じて発信し、一般県民
に建設業の理解とイメージアップを図ることを目的
に開催している。宮城広報副委員長は「昨年は学
生からの応募が増加したが、今年はまだ応募が少
ない」と現状を指摘。安次富副委員長は「締切日
に応募が集中する傾向にあるが、建設業に携わる
人も応募してほしい」と述べた。
　黒島部会長は「今年で青年部会は創立30周年
という節目の年を迎える。フォトコンテストを楽し
みにしている人も多く、たくさん応募してもらいた

（左から）安次富副委員長、黒島部会長、平良社長、宮城副委員長

■青年部会がフォトコンテストへの応募呼びかけ（9月10日締切）

い」と呼びかけた。沖縄建設新聞の平良敏昭社長
は「参加者が増えることで幅広い作品が集まる。多
くの作品が集まり建設業のイメージアップを図って
ほしい」と期待を寄せた。応募は９月10日までで、
11月15日に県庁で表彰式を行う予定。

　浦添・西原支部（名嘉太助支部長）は７月29日、
浦添市と西原町に飲料水を寄贈した。
　コロナウイルス感染症予防のためのワクチン接
種会場で働く医療従事者支援の一環で、５月に続
いて2度目の寄贈。今回は、浦添市に飲料水（お
茶・水）97ケース、西原町には飲料水（お茶・水）43
ケースを寄贈した。
　浦添市保健相談センターで行われた寄贈式で、
浦添市の松本哲治市長は「これから夏本番を迎え
るなか、２度目の支援をいただき、本当にありがた
い。この厚意を受け止めて、接種をしっかりと進め
ていきたい」と謝辞を述べた。
　西原町の崎原盛秀町長は「コロナ収束の見通し
は厳しく先は長い。これからも支援が必要な時に
は遠慮なくお願いしたい」と御礼を述べた。
　今回の寄贈について浦添・西原支部の根保直
樹副支部長は「医療従事者の人たちに対して支部
の思いを寄贈という形で示すことができた。熱中
症には気をつけて頑張ってほしい」とエールを送っ
た。

浦添市に飲料水を寄贈した

西原町にも飲料水を寄贈した

■浦添・西原支部が二度目の飲料水寄贈
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支部活動報告支部活動報告

　令和３年度第２回CPDS講習会がオンラインで
開催された。7月16日には南部支部、7月27日には
那覇支部、7月30日には北部支部でそれぞれ、講
習が行われた。
　講習会は「プロが教える！安全の基礎知識」を
テーマに①情報化施工②安全対策について講師
がポイントを解説した。講習時間は6時間半で
CPDSユニットは7ユニットとなっている。講師は合
同会社クロソイドの戸所俊雄顧問が務めた。
　講習会では、「建設現場の「安全対策」につい
て」①建設業の労働災害の実情②建設現場の安
全管理体制③「安全配慮義務」とは④欧米の安
全管理の考え方⑤リスクアセスメントの重要性と
管理手法⑥工事成績評定点における「安全対
策」の留意点を解説。「建設現場の「生産性革
命」について」①i-Construction概論②情報化施
工技術について③現在活躍している主な技術④
その他の期待される情報化施工技術についても
説明が行われた。
　このうち「建設現場の「安全対策」について」
では、労働災害発生状況を分析。2019年度の建
設業の災害発生状況については、死亡災害は大
幅に減少しているとし、その要因としてリスクアセ
スメントへの取り組みなどを挙げた。またリスクア
セスメントの重要性や導入メリットなども紹介し
た。
　「建設現場の「生産性革命」について」では、
i-Constructionが必要とされる理由や情報化施工
が可能になった背景などを解説。i-Construction
の3つの柱として「ICT技術の全面的な活用（土
工）」「規格の標準化（コンクリート工）」「施工時
期の平準化」を挙げ、それぞれの現況などを紹介
した。
　南部支部の講習会は34人が受講。那覇支部は
37人、北部支部は27人が受講した。

南部支部の講習には34人が参加した

那覇支部の講習の様子

北部支部では27人が受講した

■南部、那覇、北部支部でCPDS講習会開催

支部活動報告支部活動報告

　青年部会の黒島一洋部会長、宮城一文広報副
委員長、安次富長邦広報副委員長らは8月20日、
沖縄建設新聞社を訪れ第13回フォトコンテスト～
島の魅力～への作品応募を呼びかけた。
　同コンテストは、青年部会が建設業の「活力」
「魅力」について写真を通じて発信し、一般県民
に建設業の理解とイメージアップを図ることを目的
に開催している。宮城広報副委員長は「昨年は学
生からの応募が増加したが、今年はまだ応募が少
ない」と現状を指摘。安次富副委員長は「締切日
に応募が集中する傾向にあるが、建設業に携わる
人も応募してほしい」と述べた。
　黒島部会長は「今年で青年部会は創立30周年
という節目の年を迎える。フォトコンテストを楽し
みにしている人も多く、たくさん応募してもらいた

（左から）安次富副委員長、黒島部会長、平良社長、宮城副委員長

■青年部会がフォトコンテストへの応募呼びかけ（9月10日締切）

い」と呼びかけた。沖縄建設新聞の平良敏昭社長
は「参加者が増えることで幅広い作品が集まる。多
くの作品が集まり建設業のイメージアップを図って
ほしい」と期待を寄せた。応募は９月10日までで、
11月15日に県庁で表彰式を行う予定。

　浦添・西原支部（名嘉太助支部長）は７月29日、
浦添市と西原町に飲料水を寄贈した。
　コロナウイルス感染症予防のためのワクチン接
種会場で働く医療従事者支援の一環で、５月に続
いて2度目の寄贈。今回は、浦添市に飲料水（お
茶・水）97ケース、西原町には飲料水（お茶・水）43
ケースを寄贈した。
　浦添市保健相談センターで行われた寄贈式で、
浦添市の松本哲治市長は「これから夏本番を迎え
るなか、２度目の支援をいただき、本当にありがた
い。この厚意を受け止めて、接種をしっかりと進め
ていきたい」と謝辞を述べた。
　西原町の崎原盛秀町長は「コロナ収束の見通し
は厳しく先は長い。これからも支援が必要な時に
は遠慮なくお願いしたい」と御礼を述べた。
　今回の寄贈について浦添・西原支部の根保直
樹副支部長は「医療従事者の人たちに対して支部
の思いを寄贈という形で示すことができた。熱中
症には気をつけて頑張ってほしい」とエールを送っ
た。

浦添市に飲料水を寄贈した

西原町にも飲料水を寄贈した

■浦添・西原支部が二度目の飲料水寄贈
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メッセージボードメッセージボード

建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止
～建設現場におけるマスク等の正しい選び方、使い方について～
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メッセージボードメッセージボード

建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止建設現場における熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止
～建設現場におけるマスク等の正しい選び方、使い方について～
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お 知 ら せ

▼ 月別請負金額、単月・累計前年対比の推移

▼ 概況

沖縄県内の公共工事動向（令和3年7月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店

建設
雇用改善
コーナー人材開発支援助成金の案内

人材開発支援助成金

※認定実習併用職業訓練において、建設業、製造業、情報通信業の分野（特定分野）の場合は経費助成率が60％、生産性を満たす場合は
　75％となります。

　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、事
業主等が雇用する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施し
た場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。企業の人材育成と労働者の職業能力開発のために、ぜひ、ご
活用ください。
　
～申請の前に～
　事業主は、職業能力開発促進法第８条において、その雇用する労働者の多様な職業能力開発の機会の確保について配慮するものと
する、とされています。職業能力開発促進法では、それら労働者に関する職業能力の開発及び向上が段階的かつ体系的に行われるよ
う、「職業能力開発推進者」の選任と「事業内職業能力開発計画」の策定を、事業主の努力義務としています。
　人材開発支援助成金では、従業員の計画的な職業能力開発に取り組む事業主等を支援するため、この「職業能力開発推進者」の選
任と「事業内職業能力開発計画」の策定をしている事業主等を対象としていますので、訓練実施計画届の提出までに選任・策定を行っ
ていることが必要です。
※選任・策定後の内容の変更に係る届出等は不要です。
　

〈各コースの申請期限〉
○訓練実施計画（訓練様式第１号）
→訓練開始日から起算して１カ月前までに提出するようお願いします。（厳守）
　例：訓練開始日が７月１日である場合、6月１日が提出期限
　　  訓練開始日が７月15日である場合、6月15日
　　  訓練開始日が７月31日である場合、6月30日（6月31日がないためその前日）
　　  訓練開始日が９月30日である場合、8月30日（前月の同日が期限）
　　  訓練開始日が３月29日、30日、31日である場合、いずれも2月28日（閏年は2月29日）
※新たに雇い入れた被保険者のみを対象とした訓練等雇い入れ日から訓練開始日までが１カ月以内である訓練等の訓練実施計画届
　の提出期限については、訓練開始日から起算して原則１カ月前です。
※訓練実施計画届提出時において、提出が困難な添付書類がある場合は、その旨を申し出た上で訓練開始日の前日までに提出して下
　さい。

特定訓練コース 若年者に対する訓練、労働生産性の向上に資する訓練など、効果が高い 10 時間以上の特定の訓練や、
「OJT」と「OFF-JT」を組み合わせた訓練を行った場合に支給される助成コースです。各コースの詳しい要件
等は下記・お問い合わせ先にご確認ください。

①労働生産性向上訓練
②若年人材育成訓練
③熟練技能育成・承継訓練
④グローバル人材育成訓練

支給対象となる訓練

特定訓練コース

一般訓練コース

OFF-JT

OJT

OFF-JT

経費助成 賃金助成
（1人1時間当たり）

生産性要件を
満たす場合

生産性要件を
満たす場合

45％
（30％）

̶

30%

60％
（45％）

̶

45%

760円
（380円）

̶

380円

960円
（480円）

̶

480円

OJT実施助成
（1人1時間当たり）

生産性要件を
満たす場合

̶

665円
（380円）

̶

̶

840円
（480円）

̶

…

一般訓練コース 職務に関連した知識・技能を習得させるための 20 時間以上の OFF-JT 訓練を
行った場合（特定訓練コースに該当するもの意外）に支給される助成コースです。

…

OFF-JT
（OFF the Job Training）により行われる訓練

事業活動と切り離して座学などにより行う訓練で、事業内訓練または事業外訓練で計
画する必要があります。

雇用型訓練
OJTとOFF-JT を効果的に組み合わせて実施する訓練

実習併用職業訓練として厚生労働大臣の認定を事前に受
けておく必要があります。

⑤特定分野認定実習併用職業訓練
⑥認定実習併用職業訓練 沖縄労働局職業安定部 

職業対策課
助成金センター

TEL：098-868-1606
FAX：098-868-1612

お問い合わせ先
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お 知 ら せ

▼ 月別請負金額、単月・累計前年対比の推移

▼ 概況

沖縄県内の公共工事動向（令和3年7月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店

建設
雇用改善
コーナー人材開発支援助成金の案内

人材開発支援助成金

※認定実習併用職業訓練において、建設業、製造業、情報通信業の分野（特定分野）の場合は経費助成率が60％、生産性を満たす場合は
　75％となります。

　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、事
業主等が雇用する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施し
た場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。企業の人材育成と労働者の職業能力開発のために、ぜひ、ご
活用ください。
　
～申請の前に～
　事業主は、職業能力開発促進法第８条において、その雇用する労働者の多様な職業能力開発の機会の確保について配慮するものと
する、とされています。職業能力開発促進法では、それら労働者に関する職業能力の開発及び向上が段階的かつ体系的に行われるよ
う、「職業能力開発推進者」の選任と「事業内職業能力開発計画」の策定を、事業主の努力義務としています。
　人材開発支援助成金では、従業員の計画的な職業能力開発に取り組む事業主等を支援するため、この「職業能力開発推進者」の選
任と「事業内職業能力開発計画」の策定をしている事業主等を対象としていますので、訓練実施計画届の提出までに選任・策定を行っ
ていることが必要です。
※選任・策定後の内容の変更に係る届出等は不要です。
　

〈各コースの申請期限〉
○訓練実施計画（訓練様式第１号）
→訓練開始日から起算して１カ月前までに提出するようお願いします。（厳守）
　例：訓練開始日が７月１日である場合、6月１日が提出期限
　　  訓練開始日が７月15日である場合、6月15日
　　  訓練開始日が７月31日である場合、6月30日（6月31日がないためその前日）
　　  訓練開始日が９月30日である場合、8月30日（前月の同日が期限）
　　  訓練開始日が３月29日、30日、31日である場合、いずれも2月28日（閏年は2月29日）
※新たに雇い入れた被保険者のみを対象とした訓練等雇い入れ日から訓練開始日までが１カ月以内である訓練等の訓練実施計画届
　の提出期限については、訓練開始日から起算して原則１カ月前です。
※訓練実施計画届提出時において、提出が困難な添付書類がある場合は、その旨を申し出た上で訓練開始日の前日までに提出して下
　さい。

特定訓練コース 若年者に対する訓練、労働生産性の向上に資する訓練など、効果が高い 10 時間以上の特定の訓練や、
「OJT」と「OFF-JT」を組み合わせた訓練を行った場合に支給される助成コースです。各コースの詳しい要件
等は下記・お問い合わせ先にご確認ください。

①労働生産性向上訓練
②若年人材育成訓練
③熟練技能育成・承継訓練
④グローバル人材育成訓練

支給対象となる訓練

特定訓練コース

一般訓練コース

OFF-JT

OJT

OFF-JT

経費助成 賃金助成
（1人1時間当たり）

生産性要件を
満たす場合

生産性要件を
満たす場合

45％
（30％）

̶

30%

60％
（45％）

̶

45%

760円
（380円）

̶

380円

960円
（480円）

̶

480円

OJT実施助成
（1人1時間当たり）

生産性要件を
満たす場合

̶

665円
（380円）

̶

̶

840円
（480円）

̶

…

一般訓練コース 職務に関連した知識・技能を習得させるための 20 時間以上の OFF-JT 訓練を
行った場合（特定訓練コースに該当するもの意外）に支給される助成コースです。

…

OFF-JT
（OFF the Job Training）により行われる訓練

事業活動と切り離して座学などにより行う訓練で、事業内訓練または事業外訓練で計
画する必要があります。

雇用型訓練
OJTとOFF-JT を効果的に組み合わせて実施する訓練

実習併用職業訓練として厚生労働大臣の認定を事前に受
けておく必要があります。

⑤特定分野認定実習併用職業訓練
⑥認定実習併用職業訓練 沖縄労働局職業安定部 

職業対策課
助成金センター

TEL：098-868-1606
FAX：098-868-1612

お問い合わせ先



－14－ －15－沖建協会報　2021. 9月号 沖建協会報　2021. 9月号

MessageMessage ～後輩たちへ～

地域と共に、未来を築く

私たちは、沖縄県建設業協会会員です。
一般社団法人

Okinawa General Contractors Association
沖縄県建設業協会

Okinawa General 
Contractors 
Association

OCA
あんぜんぼーや

　建設業界のイメージアップと沖縄県
建設業協会会員の「見える化」を図る
ため、協会のイメージアップキャラク
ター「あんぜんぼーや」のシールを作
成しました。（A4サイズ、A3サイズ）
　協会会員が施工する建設現場の出
入り口など人目に触れる機会の多い
場所に貼って、協会会員であることを
示すＰＲ活動に使用してください。
　追加で必要な場合は、所属支部窓
口で配布します。

沖建協「見える化」イメージアップキャラクター

「あんぜんぼーや」を現場へ！！

沖縄工業高等学校出身
金城　優人さん（21歳）
（株式会社鏡原組　技術管理部）　
きんじょう・ゆうと／那覇市出身／2019
年3月沖縄工業高校卒業／2019年4月
株式会社鏡原組入社 　
入職のきっかけ：高校の授業で土木工事
に関する内容を学んできました。授業の
一環で工事現場の説明会で実際に動い
ている現場を見たとき、現場で作業して
いる重機や作業員、それを指示している
現場の技術者を間近で見て興味を持ち、
この業界で働いてみたいと思いました。　
将来の夢：経験と知識を身に着け、自分
の仕事の幅を広げ何を聞かれても適切に
答えられるようになり、１級土木施工管
理技士の資格を取得したいです。　
休日の過ごし方：休日は、友達とドライ
ブしたりして遊んでます。

大変な思いを経て、やりがいと達成感
　「建設業は大変そう」というイメージは大半の人が思って
いると思います。業者さんとの日々の打ち合わせ、工程管理
等、知恵を絞りだして大変な思いを経て工事が完成した際
はそれ以上にやりがいと達成感を感じます。
　分からないことは現場の先輩や職人さんたちに聞き、教
えてもらったことはメモすることが大事です。

那覇港 ( 泊ふ頭地区 ) 臨港道路 ( 港湾1号線 )( 改良 ) 橋
梁下部補強工事
那覇空港土木施設維持修繕工事

担当した現場

2021年8月の動き2021年8月の動き

2021年9月の行事予定2021年9月の行事予定

・沖建協「工業高校生対象建設業経理事務士4級特別研
修」～8/3(火)迄（建設会館）
【中止】沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転
特別教育（八重山地区）」～8/4(水)迄（八重山農林高校）
・沖建協「工事総合補償制度運営委員会」

（沖建協委員会室）

・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別
教育（沖縄工業・美来工科）」～8/6(金)迄

（海邦町センター）
【中止】沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転
特別教育（沖縄工業）」～8/12(木)迄（海邦町センター）
【延期】沖建協「不当要求防止責任者講習」

（建労センター）
・沖建協「1級土木施工管理技術検定試験（2次）受験準備
講習会」～8/17(火)迄（建労センター）
・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別
教育（宮古高校・宮古総業）」～8/18(水)迄（宮古地区）
・沖建協「1級建築施工管理技術検定試験（2次）受験準備
講習会」～8/19(木)迄（建労センター）

・沖建協「工業高校生対象建設業経理事務士3級特別研
修」～8/26(木)迄（建設会館）
【延期】沖建協「沖縄県土木建築部との意見交換会」

（県庁）

・沖縄県「沖縄県総合防災訓練専門部会（ライフライン部
会）」（Web）

【中止】沖縄県経済団体会議「本会議」（那覇市）
・沖縄県「新型コロナウイルス感染症の影響に係る経済対
策関係団体会議（幹事会）」（Web）

・沖縄の土木技術を世界に発信する会「運営会議」（Web）

・沖縄総合事務局「財政講演会－我が国の財政について
（仮称）－」（Web）
・沖縄県「新型コロナウイルス感染症の影響に係る経済対
策関係団体会議（本会議）」（Web）

【中止】沖縄県「美ら島レスキュー2021第2回訓練説明会」
（Web）

・全国建産連「総務企画委員会」（Web）
・全建「地域懇談会・ブロック会議の運営打合せ会」

（Web）
・沖縄総合事務局「建設業社会保険推進・処遇改善沖縄地
方連絡協議会」（Web）
【中止】九建協「土木委員会」（大分県）
・沖縄県振興審議会「基盤整備部会」（那覇市）
【中止】九建協「建築委員会」（大分県）
・沖縄県生コンクリート品質管理監査会議（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜

2
　

3

　
4

5

11

13

16
　
17
　
18
　
23

24

25
　

26

　
27

月

火
　

水
　
木
　
　
水

金
　
月

火
　
水
　
月
　
　
火

　
水

木

金

・沖建協青年部会「役員会」（建労センター）

・沖建協「遠隔臨場実践研修」（建設会館）

・磁気探査試験合否判定委員会（那覇市）
・建設業振興基金「監理技術者講習会」（浦添市）
・沖縄県「新型コロナウイルス感染症対策緊急合同会議」

（web）
【中止】九建協「労務対策委員会」（大分県）
【延期】労働局等「経済団体に対する障害者雇用の要請」

（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
1

2

3　
6

7

水

木

金　
月

火



－14－ －15－沖建協会報　2021. 9月号 沖建協会報　2021. 9月号

MessageMessage ～後輩たちへ～

地域と共に、未来を築く

私たちは、沖縄県建設業協会会員です。
一般社団法人

Okinawa General Contractors Association
沖縄県建設業協会

Okinawa General 
Contractors 
Association

OCA
あんぜんぼーや

　建設業界のイメージアップと沖縄県
建設業協会会員の「見える化」を図る
ため、協会のイメージアップキャラク
ター「あんぜんぼーや」のシールを作
成しました。（A4サイズ、A3サイズ）
　協会会員が施工する建設現場の出
入り口など人目に触れる機会の多い
場所に貼って、協会会員であることを
示すＰＲ活動に使用してください。
　追加で必要な場合は、所属支部窓
口で配布します。

沖建協「見える化」イメージアップキャラクター

「あんぜんぼーや」を現場へ！！

沖縄工業高等学校出身
金城　優人さん（21歳）
（株式会社鏡原組　技術管理部）　
きんじょう・ゆうと／那覇市出身／2019
年3月沖縄工業高校卒業／2019年4月
株式会社鏡原組入社 　
入職のきっかけ：高校の授業で土木工事
に関する内容を学んできました。授業の
一環で工事現場の説明会で実際に動い
ている現場を見たとき、現場で作業して
いる重機や作業員、それを指示している
現場の技術者を間近で見て興味を持ち、
この業界で働いてみたいと思いました。　
将来の夢：経験と知識を身に着け、自分
の仕事の幅を広げ何を聞かれても適切に
答えられるようになり、１級土木施工管
理技士の資格を取得したいです。　
休日の過ごし方：休日は、友達とドライ
ブしたりして遊んでます。

大変な思いを経て、やりがいと達成感
　「建設業は大変そう」というイメージは大半の人が思って
いると思います。業者さんとの日々の打ち合わせ、工程管理
等、知恵を絞りだして大変な思いを経て工事が完成した際
はそれ以上にやりがいと達成感を感じます。
　分からないことは現場の先輩や職人さんたちに聞き、教
えてもらったことはメモすることが大事です。

那覇港 ( 泊ふ頭地区 ) 臨港道路 ( 港湾1号線 )( 改良 ) 橋
梁下部補強工事
那覇空港土木施設維持修繕工事

担当した現場

2021年8月の動き2021年8月の動き

2021年9月の行事予定2021年9月の行事予定

・沖建協「工業高校生対象建設業経理事務士4級特別研
修」～8/3(火)迄（建設会館）
【中止】沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転
特別教育（八重山地区）」～8/4(水)迄（八重山農林高校）
・沖建協「工事総合補償制度運営委員会」

（沖建協委員会室）

・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別
教育（沖縄工業・美来工科）」～8/6(金)迄

（海邦町センター）
【中止】沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転
特別教育（沖縄工業）」～8/12(木)迄（海邦町センター）
【延期】沖建協「不当要求防止責任者講習」

（建労センター）
・沖建協「1級土木施工管理技術検定試験（2次）受験準備
講習会」～8/17(火)迄（建労センター）
・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別
教育（宮古高校・宮古総業）」～8/18(水)迄（宮古地区）
・沖建協「1級建築施工管理技術検定試験（2次）受験準備
講習会」～8/19(木)迄（建労センター）

・沖建協「工業高校生対象建設業経理事務士3級特別研
修」～8/26(木)迄（建設会館）
【延期】沖建協「沖縄県土木建築部との意見交換会」

（県庁）

・沖縄県「沖縄県総合防災訓練専門部会（ライフライン部
会）」（Web）

【中止】沖縄県経済団体会議「本会議」（那覇市）
・沖縄県「新型コロナウイルス感染症の影響に係る経済対
策関係団体会議（幹事会）」（Web）

・沖縄の土木技術を世界に発信する会「運営会議」（Web）

・沖縄総合事務局「財政講演会－我が国の財政について
（仮称）－」（Web）
・沖縄県「新型コロナウイルス感染症の影響に係る経済対
策関係団体会議（本会議）」（Web）

【中止】沖縄県「美ら島レスキュー2021第2回訓練説明会」
（Web）

・全国建産連「総務企画委員会」（Web）
・全建「地域懇談会・ブロック会議の運営打合せ会」

（Web）
・沖縄総合事務局「建設業社会保険推進・処遇改善沖縄地
方連絡協議会」（Web）
【中止】九建協「土木委員会」（大分県）
・沖縄県振興審議会「基盤整備部会」（那覇市）
【中止】九建協「建築委員会」（大分県）
・沖縄県生コンクリート品質管理監査会議（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜

2
　

3

　
4

5

11

13

16
　
17
　
18
　
23

24

25
　

26

　
27

月

火
　

水
　
木
　
　
水

金
　
月

火
　
水
　
月
　
　
火

　
水

木

金

・沖建協青年部会「役員会」（建労センター）

・沖建協「遠隔臨場実践研修」（建設会館）

・磁気探査試験合否判定委員会（那覇市）
・建設業振興基金「監理技術者講習会」（浦添市）
・沖縄県「新型コロナウイルス感染症対策緊急合同会議」

（web）
【中止】九建協「労務対策委員会」（大分県）
【延期】労働局等「経済団体に対する障害者雇用の要請」

（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
1

2

3　
6

7

水

木

金　
月

火



沖建協会報
　 　
発　行　人

2021年9月号（第616号）
令和3 年9 月 1 日  発行
源河　忠雄

発　行　所

編 　 　 集

一般社団法人  沖縄県建設業協会
〒901-2131　沖縄県浦添市牧港5-6-8
TEL.098（876）－5211
FAX.098（870）－4565
株式会社沖縄建設新聞

－17－－16－

2021年9月の行事予定2021年9月の行事予定

［9月号会員の異動］

新入会員

支部名

会社名

代表者名

設立

入会日

郵便番号

所在地

TEL

FAX

中部支部

㈲幸地建設

幸地　俊郎

昭和52年10月25日

令和3年8月2日

〒904-2153

沖縄市美里6-3-8

098-937-5369

098-934-6378

I . 退職金の予定運用利回り掛金日額の変更について

　新型コロナウイルス感染症拡大に端を発する金融市場の大幅な変動等により、建設業退職金共済制度の累積余

剰金が減少し、今後も厳しい状況が見込まれていることから、中小企業退職金共済法第 85条において検討するこ

ととされている、建設業退職金共済制度の退職金額に係る予定運用利回りの見直し等について、労働政策審議会勤

労者生活分科会中小企業退職金共済部会において検討されました。

　そこで、運用利回りの見直しについては、制度の魅力を維持しながら、できるだけ制度の安定的な運営を図るべ

く、予定運用利回りを現行の 3.0％から 1.3％に引き下げることとなり、その際、制度の魅力を損なわないように掛

金日額を 10円引き上げて 320 円とすることも併せて決定されました。
　

Ⅱ . 公共工事における建退共制度の履行確保について

１．電子申請方式の推進

　電子申請方式は、掛金の納付状況が共済契約者及び労働者ごとに毎月正確に把握できるため、掛金の納付実態が

透明化され、適正な掛金納付の推進に寄与するものであることから、電子申請方式の普及及び利用促進を図る。
　

２．建退共対象労働者の的確な把握と対象労働者に対する確実な掛金充当の推進

　共済契約者が建退共対象労働者数を的確に把握するため、従来実務上使用される例のあった「辞退届」に代わる

ものとして、機構が「建設業退職金共済制度加入労働者数報告書」の様式を定める。
　

３．履行確認の強化等

(1) 受注者は、掛金収納書の提出用台紙（新設）に当該工事における共済証紙購入の考え方を記載し、発注者に提出

　 するものとする。

(2) 受注者は、工事完成後、労働者延べ就業日数、建退共の掛金充当日数等を示す「建設業退職金共済制度掛金充当

　 実績総括表」（新設）を発注者に提示するものとする。

(3) 受注者は、工事完成後 1年間、次の①、②及び③の資料を事務所に備え付けるものとする。資料の事務所への備

　 え付けは、電磁的記録をもって行うことができるものとする。

　①建設業退職金共済制度掛金充当実績総括表

　②建退共の掛金充当状況を示す資料

　　イ　電子申請方式の場合：機構が発行する掛金充当書

　　ロ　証紙貼付方式の場合：工事別共済証紙受払簿（新設）並びに建退共制度に係る被共催者就労状況報告書及

　　　   び建設業退職金共済証紙貼付状況報告書

　③労働者の就労状況を示す資料

　　作業員名簿（ＣＣＵＳを活用すれば、作業員名簿は容易に作成可能）
　

４．実施時期

　履行確認の強化等については、令和 3年 4月以降に発注される公共工事から実施する。なお、工事別共済証紙受

払簿（新設）については、令和 3年度内においては、受注者の準備が整い次第実施する。

国の制度　　つの特長
1

6
国の制度なので安全確実かつ簡単

3 国が掛金の一部を補助

5 経営事項審査で加点

2 退職金は企業間を通算して計算

4 掛金は損金扱い

6 電子申請で手続き可能

　この制度は、建設現場で働く方々のために、「中小企業退職金共済法」という法律により国が作った退職金制

度です。

　事業主の方は、現場で働く方々の共済手帳に働いた日数に応じて、掛金となる共済証紙を貼り、その労働者が

建設業界で働くことをやめたときに、建退共から退職金を支払うといういわば業界全体での退職金制度です。
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・沖建協「総合的IT活用研修」～9/10(金)迄
（建労センター）

・沖建協「正副会長会議」「役員会」「総務委員会」
（ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城）

・沖建協青年部会「フォトコンテスト一次審査会」
（建労センター）

・沖建協「雇用改善推進委員会」（ナハテラス）

・沖縄県教育委員会「沖縄県産業教育推進のための研究
協議会」（web）
・九建協「専務・事務局長会議」（web）
【中止】沖縄県「美ら島レスキュー2021」～9/10(金)迄

（那覇市 他）
・沖縄県振興審議会「基盤整備部会」（web）
・建設業振興基金「建設業経理士検定試験」（宜野湾市）

【中止】全建「協議員会」（東京都）
・建退共本部「加入促進対策委員会」（東京都）

・全国建産連「会長会議」（東京都）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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沖建協会報
今月号の主な内容

令和3年

9
月号

No.616

http://www.okikenkyo .or . jp/

◆ 県のエッセンシャルワーカーワクチン接種に参加
◆ 沖総局と意見交換を実施
◆ 全建から社会貢献活動功労者表彰を受賞 OCA

あんぜんぼーや


